
2023 年１月 20 日  

①評価に関わる資料（ルーブリック、評価シートなど）（課題１） 

宮崎県立小林秀峰高等学校  

工業（機械科） 渡部 洋平  

（９月 27 日実施分） 

ルーブリック：授業の始めに提示、まとめの自己評価の前に再提示 

 

 

評価シート：自己評価については QR コードを使用して Microsoft Forms でも回答してもらった 

 

 



（11 月９日実施分） 

ルーブリック：授業の始めに提示、まとめの自己評価の前に再提示 

 

 

評価シート：自己評価については QR コードを使用して Microsoft Forms でも回答してもらった 

 

 

 

  



 

 

機械製図の学習の目的は？ 

生産現場において、図面を理解し、適切な作業が行えるようになること 

設計の手順やその裏にある理論を理解し、設計を実践できるようになること（発展として CAD に移れ

る） 

製図作業における技能面の向上（効率よくきれいな図面を描き上げる） 

 

知識・技能（技術） 

思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 

 知識・技能や思考・判断・表現に関する目標を達成するために必要な要素であり、この評価を授業の

メインとして授業設計をすることは現実的ではない 

 また、受講者 40 名を想定した際に、授業１時間ですべての生徒が主体的に学習に取り組んでいるか

を評価することも難しいと考えられる。 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取

組を行おうとしている側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面 

 

今年度は、すべての工業高校の機械系学科で開講されている機械製図についての研究を行った。 

 

 


